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　広義の共犯の一つとして共同正犯がある。共同正犯の本質をめぐって、見解の対立があり、
共同正犯の共犯性を強調する見解が有力に主張されている。共犯の本質の解明にあたって、共
同正犯の「共犯」性をいかに解するかは重要な意義を有する。この点について、わが国及びド
イツの判例・通説は、共同正犯は「正犯」の一種であると解し、「共犯」性を否定する立場を堅
持している。私も判例・通説の立場が妥当であると解する。これは、正犯と狭義の共犯の区別
の問題と深く関わっている。この点にっいて私は実行行為性説（いわゆる形式説）の立場に立
っており、この立場からは、「実行行為」を行う者こそが「正犯」者であるから、共同正犯は「実
行行為」を共同実行する共犯形態である以上、正犯にほかならず、その反面として「共犯」性
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が否定されることになる。そうすると、狭義の共犯の本質的特徴は、実行行為を行う正犯に「加
担」する犯行形態に存することになる。この観点からは、統一的正犯概念も否定されることに
なり、狭義の共犯としての教唆犯は、正犯者の犯罪的意思形成及び実行行為に出ることへの「加
担」として特徴づけられ、狭義の共犯者としての蓄助犯（従犯）は、正犯の実行行為の遂行を
容易にするための「加担」として特徴づけられるのである。
　共犯性を否定して正犯としての共同正犯が基礎づけられた後に問題となるのは、共同正犯そ
れ自体の本質的特徴の解明である。この点については「一部実行の全部責任の原則」こそが共
同正犯の特質を示すものであると解する。すなわち、共同正犯者の一部の者が発生させた結果
は共同正犯者全員に帰属させられることになるが、その理論的根拠を明かにする必要があるの
である。この点については、集団犯現象としての共同正犯の理論的把握の如何が重要な影響を
及ぼす。共同正犯の本質の把握をめぐって、犯罪共同説と行為共同説との対立がある。私は行
為共同説が妥当であると解しているが、これはドイツにおける学説・判例とはかなり異なった
見解であり、わが国において独自な発展を見せている見解である。そこで、今年度はわが国に
おける行為共同説と犯罪共同説の対立点に即して検討を加えてきた。その結果、わが国の判例
も行為共同説を理論的前提として事案を処理していることが明らかになったと考える。次年度
は、さらにドイツにおける犯罪共同説の問題点を検討して、わが国の理論状況とそれへの影響
について考察していきたいと考えている。
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